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自分地図作りのススメ

● 直観的に理解できることに尽きる
　まずは表1を見てください．これは国土交通省 国

土政策局が無償で公開しているデータの1つで，「国
土数値情報 平年値メッシュ情報（1）」といいます．降
水量，気温，積雪量といった気象要素について，過去
30年間の観測値から平年値を算出したデータです．
とは言っても，この数字の羅列を眺めていても，何も

(a)丸の大きさ (b)丸の大きさ+色分け

図2　数値の大小を丸の大きさで表現したもの

図3　データの密度や値が高いところと低いところをすぐに見分
けられるヒートマップ

表1　降水量と言われても表だとサッパリイメージが湧かないんだよな…
国土数値情報 平年値メッシュ情報

図1　
これならどの地域に雨が多い
のか一目で分かる! 
埼玉県の年間降水量．表1のデー
タを地図に重ね合わせたもの

図1〜図4に使用したArcGIS背景図「地形図」の著作権情報: Esri, HERE, Garmin, FAO, NOAA, 
USGS, Intermap, METI, ⓒOpenStreetMap contributors, and the GIS User Community
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